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JR 畝傍駅の駅舎及び駅周辺の活用に関する 
サウンディング調査実施要領 

 

１．調査の目的 

（１）調査を実施する背景と目的 

本市の中核を形成する大和八木駅周辺地区では、将来にわたり市民・来訪者にとって魅力ある

まちとして、さらなる賑わいを創出することが求められており、当該地区のまちづくりを効率的、

計画的に事業を展開させるための戦略として平成 30 年度に「大和八木駅周辺地区まちづくり基

本計画」を策定しました。 

ＪＲ畝傍駅は基本計画の対象地区内にあり、駅舎は昭和 15 年に紀元 2600 年大祭に合わせ建築

され、貴賓室を有す重厚な社寺風木造建築物ですが、西日本旅客鉄道株式会社から本市に対し、

駅舎を無償譲渡する旨の申し出を受け、早急に駅舎活用方針の検討が必要です。 

このことから、券売機や改札口など駅として必要な機能を最小限残したうえで、民間事業者（法

人、NPO など）の創意工夫やノウハウ取り入れた地域交流、賑わい創出及び観光振興に寄与する

拠点として当該駅舎を活用することを目的として、民間事業者の皆様と直接対話調査を実施しま

す。 

この直接対話の実施により、当該駅舎及び駅周辺の市場性を把握し、民間活力の導入を前提と

した活用の可能性等の検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 大和八木駅周辺地区まちづくり基本計画における対象地区 

（２）期待される効果 

民間事業者の皆様の意見や新たな提案を聞かせていただくことにより、有益な活用方針を検討

できるとともに、実現性の高い公募条件の設定が可能となります。 

サウンディング対象範囲 
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２．基本的な情報 

（１）施設情報 

所在地 橿原市八木町２丁目１－９ 

土地面積 

サウンディング対象範囲面積  ：約 5,500 ㎡ 

駅舎活用可能範囲面積    ：約 700 ㎡ 

 駅前広場範囲面積（現状）  ：約 2,200 ㎡ 

 市役所駐車場範囲面積（現状）：約 2,600 ㎡ 

  ※面積は図面による計測値 

建物等の概要 

駅舎 

・構造規模：木造瓦葺平屋建 

・竣 工 年：１９４０年（昭和１５年） 

※旧耐震基準による建築物 

接道状況 国道１６５号 

都市計画による制限 

用途地域：商業地域 

建ぺい率：８０％  容 積 率：４００％ 

防火指定：準防火地域 

都市計画決定区域内に建物の一部がある。 

供給施設 

上水道：引き込み配管２５φ（1 系統） 

下水道：公共下水道 本管からの引込管１５０φ 

          トイレ等への引込管１００φ 

ガ ス：なし 

電 気：新規受電契約が必要 

 

（２）JR 畝傍駅の利用情報 

年度 
１日の平均乗車人数（人） 

総数 定期券 定期券以外 

平成２６年度 ４３８ ２６８ １７０ 

平成２７年度 ４５４ ２６８ １８６ 

平成２８年度 ４６６ ２８２ １８４ 

平成２９年度 ４６６ ２７７ １８９ 

平成３０年度 ４８１ ２８６ １９４ 
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（３）サウンディング対象範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）橿原市都市計画図（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅舎 

駅前広場 

市役所駐車場 

サウンディング対象範囲 
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（４）駅舎平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．サウンディング調査参加希望者の資格 

サウンディング調査参加希望者は、提案内容を自らが主体となり実施する法人及びその他団体（共

同提案も可能）とし、以下の要件を全て満たす者とします。 

（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定（同令第１６７条の１１

第１項において準用する場合も含む。）に該当しないこと。 

（２）橿原市契約における暴力団排除に関する要綱（平成２４年橿原市告示第１７５号）に基づく排

除措置を受けていないこと。 

（３）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規定に基づく更生手続開始の申立て又は

民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定に基づく再生手続開始の申立てがな

されていないこと。 

４．対話内容 

地域交流拠点としてさらなる活気や賑わいを創出するための民間事業者が持つノウハウや資金を

取り入れた駅舎及び駅周辺活用の実施可能性について、市場性の有無、市と民間事業者の分担、事

業者を募集する際に参加しやすい公募条件等を把握・整理するためのご意見やアイデアをお聞かせ

ください。 

（１）駅舎を利活用した事業の実施可能性についてお伺いします。 

（２）駅舎を利活用した事業を実施することにより、期待される効果についてお伺いします。 

（３）駅舎を利活用した事業を実施する場合、イベント等の開催についてお伺いします。 

（４）駅舎の改修工事及び維持管理についてお伺いします。 

（５）活用を想定している範囲についてお伺いします。 

（６）駅前広場の活用についてお伺いします。 

（７）市役所駐車場の活用についてお伺いします。 

（８）事業化についてお伺いします。 

 

 

 

：駅舎活用可能範囲 

：駅機能として必要な範囲（想定） 
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３．サウンディング調査参加希望者の資格 

サウンディング調査参加希望者は、提案内容を自らが主体となり実施する法人及びその他団体（共

同提案も可能）とし、以下の要件を全て満たす者とします。 

（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定（同令第１６７条の１１

第１項において準用する場合も含む。）に該当しないこと。 

（２）橿原市契約における暴力団排除に関する要綱（平成２４年橿原市告示第１７５号）に基づく排

除措置を受けていないこと。 

（３）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規定に基づく更生手続開始の申立て又は

民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定に基づく再生手続開始の申立てがな

されていないこと。 

 

４．対話内容 

地域交流拠点として、さらなる賑わいを創出するための民間事業者が持つ創意工夫やノウハウを

取り入れた駅舎及び駅周辺活用の実現可能性について、市場性の有無、市と民間事業者の分担、

事業者を募集する際に参加しやすい公募条件等を把握・整理するためにご意見やアイデアをお聞

かせください。（【様式４】参照） 

（１）駅舎を利活用した事業の実現可能性についてお伺いします。 

（２）駅舎を利活用した事業の実施内容及び期待される効果についてお伺いします。 

（３）イベント等の開催についてお伺いします。 

（４）駅舎の改修工事及び維持管理についてお伺いします。 

（５）活用を想定している範囲についてお伺いします。 

（６）駅前広場等の活用についてお伺いします。 

（７）事業化についてお伺いします。 
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５．サウンディングの実施について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）サウンディング調査の実施について公表 

実施要領等を橿原市ホームページ等にて公表し、サウンディング調査への参加事業者等を募集

します。 

 

（２）現地見学会の参加受付 

サウンディング調査参加希望者向けに、現地見学会を開催します。現地見学を希望する場合は、

下記受付期間内に【様式１】現地見学会参加申込書に必要事項を記入して、連絡先 E-mail ア

ドレス宛に送信してください。なお、現地見学会への参加しない場合でもサウンディング調査

に参加していただけます。 

受 付 期 間：令和２年６月１５日（月）～６月１９日（金）午後５時まで 

件 名：JR 畝傍駅現地見学会参加申込書提出 

提 出 書 類：【様式１】現地見学会参加申込書 

 

1 令和２年　６月　１日 サウンディング調査の実施について公表

2 令和２年　６月１５日　～　６月１９日
現地見学会の参加受付
（【様式１】見学会参加申込書の提出

3 令和２年　６月２６日　　１３：３０～ 現地見学会

4 令和２年　６月２２日　～　７月　３日

サウンディング調査の実施に係る質問受付
（【様式２】質問票の提出）
※質疑に対する回答は、令和２年７月１０日（金）
  午後５時までに市ホームページで公表します。

5 令和２年　７月１３日　～　７月２２日
サウンディング調査の参加受付
（【様式３】サウンディング調査参加申込書の提出）

6 令和２年　７月２８日 サウンディング調査の日時及び場所の連絡

7 令和２年　８月　７日まで
事前ヒアリングシートの提出
（【様式４】事前ヒアリングシートの提出）

8 令和２年　８月１７日　～　８月２８日 サウンディング調査の実施

9 令和２年　９月以降 サウンディング調査結果概要の公表
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（３）現地見学会 
日   時：令和２年６月２６日（金）１３：３０（集合） 

集 合 場 所：JR畝傍駅 

 

（４）サウンディング調査の実施に係る質問受付 

サウンディング調査の実施について、質疑がある場合は、下記期限までに【様式２】質問票に

必要事項を記入して、連絡先 E-mail アドレス宛に送信してください。 

受 付 期 間：令和２年６月２２日（月）～７月３日（金）午後５時まで 

件 名：JR 畝傍駅サウンディング調査質問票提出 

提 出 書 類：【様式２】質問票 

※質疑に対する回答については、令和２年７月１０日（金）午後５時までに市ホームページで

公表します。 

 
（５）サウンディング調査の参加受付（エントリーシートの提出） 

サウンディング調査に参加を希望する場合は、下記受付期間内に【様式３】サウンディング調

査参加申込書に必要事項を記入して、連絡先 E-mail アドレス宛に送信してください。 

受 付 期 間：令和２年７月１３日（月）～７月２２日（水）午後５時まで 

件 名：JR 畝傍駅サウンディング調査参加申込書提出 

提 出 書 類：【様式３】サウンディング調査参加申込書 

 

（６）サウンディング調査の日程連絡 

令和２年７月２８日（火）にサウンディング調査の実施日程を E-mail にて連絡します。都合

により希望に添えない場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

 

（７）事前ヒアリングシートの提出 

サウンディング調査参加申込をした事業者は、下記受付期間内に【様式４】事前ヒアリングシ

ートに必要事項を記入して、連絡先 E-mail アドレス宛に送信してください。 

提 出 期 間：令和２年７月２７日（月）～８月７日（金）午後５時まで 

件 名：JR 畝傍駅事前ヒアリングシート提出 

提 出 書 類：【様式４】事前ヒアリングシート 

 

（８）サウンディング調査の実施 

指定の日程で、サウンディング調査を実施します。 

特に資料は求めませんが、説明の補足に必要な場合には、５部を目安に持参してください。 

実 施 日：令和２年８月１７日（月）～令和２年８月２８日（金） 

対 話 時 間：１団体あたり６０分程度を目安とします。 

対 話 出 席 者 人 数：３名以内とします。 
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（９）サウンディング調査結果概要の公表 

サウンディング調査の実施結果については、概要を令和２年９月頃に橿原市ホームページ等で

公表します。なお、団体名の公表はいたしません。 

※情報公開請求等による公表にあたっては、知的財産保護等を考慮し、事前に参加事業者等へ

内容の確認を行います。 

 

６．その他 

（１）参加の扱い 

①サウンディング調査への参加実績は、事業者選定における評価の対象とはなりません。 

②対話内容は、事業実施に向けて検討する際の参考とさせていただきます。また、双方の発言等

は対話時点での想定とし、事業を実施する方針及び仕様等を約束するものではありません。 

（２）サウンディング調査に関する費用 

サウンディング調査の参加に要する費用は、参加事業者等の負担とします。 

（３）追加協力のお願い 

後日、追加対話（文書による照会を含む）をお願いすることがありますので、ご協力お願いしま

す。 

 

７．連絡先 

担 当：橿原市 企画部 プロジェクト推進局 市街地整備課 

担 当 者：西川・ 本・小森 

住 所：〒６３４－８５８６ 

奈良県橿原市八木町１丁目１－１８ 

電 話：０７４４－４７－２６６２ 

F A X：０７４４－２０－１５２８ 

E-mail ：shigaichi@city.kashihara.nara.jp 


